
































































































































となるー1種の創業利得説ー（P.Mason, Profits and Surplus available for Dividends, 








(5) W. ]. Vatter, Corporate Stock Equities, Handbook of Modem Accounting Theory, 
1955, p. 392. 



















































































































































































































































































(6) A. I. C. P. A, ibid., pp. 49, 52. 





示資本へ振り替えられるべきである。」（ModelAct. sec. 40. (d)(1)(2). ）統一事業会位
法〔U口iformBusiness CDrporation Act sιc. 24. 6(a））も同旨である。わが国商法293






(9) W. A. Paton, Advanced Accounting, 1954, p. 580. 
(10) W. A. Paton, Essentials of Accounting, 1939, p. 704. 
仕1) Accountants’Handbook eded. by羽T.A. Paton 1943. p. 1016. 
(12) R. Wixon, The Nature of Corporate Capital, J. of A., Sep., 1946. 
制 AccountingConcepts and Standards Underlying Corporate Financial Statements, p. 6. 
(14) Accounting Terminology Bulletin No. 1. Review and Resume, p. 31. 
q司 J.T. Burke, Stock Dividends-Suggestions for Clarification, A. R. April 1962. 
つぎの表示は， H.D. Loweのものを参考にした 〔theClassification of Corporate 





優先株 ××× ××× 
払込剰余金
普通株 ××× 
優先株 ××× ××× 






















































































































































































































(6) 木村重義外「前掲書」 419頁， また沼田嘉穂教授は「減資差益がない場合，その他
の資本準備金で相殺するか（これらの方法の合法性についても疑問がある），または利
益剰余金で償却する以外に方法はない。」（「前掲書J179頁）と述べている。
(7) W. A. Paton & W. A. Paton Jr., ibid. p. 173.なお A.A. A.会計原則 (1936,
1941, 1948, 1957）同旨。
(8）丹波康太郎「前掲書」 53頁






























〈未処分利益剰余金） 50,000 〈現金預金） 50,000 










（資本金〉一株主持分 50,000 （現金預金） 50,000 






〈資本金〉 50,000 〈現金預金〉 50,000 






















を取得することができるのである（黒沢清「近代会計学」 174ー 5頁）。 かかる慣行が
信託基金理論の原理を不朽なものにしている（S.T. Johnson, Is the Trust Fund Th-
eory of Capital Stock d田d? A. R. 1959.〕。
ゆ西山忠範「前掲書」 22ι-6頁
叫江村稔「資本準備金をめぐる会計の立場・商法の立場」企業会計16巻12号
(5) 阪本安一「商法における会計主体と会計理論」会計87巻2号， 「企業会計上の利益
と商法上の利益」税経通信20巻3号
,(6）西ドイツ株式法192条5項，イギリス会社法58条1項参照。
本稿は文部省斜学研究費交付金（昭和39年度〕による研究の一部である。
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